
展
」
を
市
内
林
原
美
術
館
の
ナ
ガ

セ
ヴ
ィ
ー
タ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
９

月
に
開
催
、
書
を
通
じ
た
日
中
文

化
交
流
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ

は
本
年
が
岡
山
市
と
洛
陽
市
が
友

好
都
市
を
締
結
し
て
45
周
年
に
な

る
の
を
記
念
し
て
、
明
清
時
代
を

代
表
す
る
書
家
で
あ
る
王
鐸
の
故

郷
洛
陽
市
孟
津
区
に
あ
る
王
鐸
書

法
館
の
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

も
の
だ
。

ま
た
、
大
学
研
究
関
連
で
は
、

10
月
に
岡
山
市
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
女
子
大
学
で
開
か
れ
る
日
本

華
僑
華
人
学
会
主
催
の
、
研
究
発

表
会
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

に
就
職
し
た
。
根
っ
か
ら
の
こ
の

道
一
筋
。
日
中
の
道
に
か
か
わ
っ

て
き
た
。
今
回
、
事
務
方
ト
ッ
プ

に
上
り
詰
め
た
。

日
中
関
係
は
、
国
交
正
常
化
か

ら
習
近
平
時
代
を
経
て
〝
高
市
発

言
〟
ま
で
、
全
て
分
か
っ
て
い
る
。

そ
し
て
地
元
・
沖
縄
の
心
も
。
期

待
は
膨
ら
む
。

当
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
の

今
年
の
新
年
互
礼
会
で
は
記
念
講

演
を
し
て
頂
い
た
。「
過
去
を
知

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。
そ
の
中

で
民
間
の
は
た
す
役
割
は
極
め
て

重
要
」
と
訴
え
た
。

「
生
の
中
国
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
が
私
の
強
味
」
と
強

調
す
る
。

最
後
に
「（
私
自
身
）
役
職
や

役
目
は
違
っ
て
い
る
が
岩
屋
新
会

長
を
支
え
て
、
日
中
経
済
協
力
の

拡
大
と
相
互
理
解
の
増
進
に
全
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
き
っ

ぱ
り
。

日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
の
新

会
長
に
、
前
外
相
の
岩
屋
毅
氏
が

就
任
し
た
。河
野
洋
平
氏
の
後
任
。

就
任
に
あ
た
っ
て
「
河
野
会
長
は

命
を
懸
け
て
日
中
関
係
の
改
善
と

発
展
に
取
り
組
ま
れ
た
。
そ
の
河

野
会
長
か
ら
後
を
託
し
た
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
頂
い
た
以
上
、
そ
の
遺

志
を
体
し
て
微
力
を
尽
く
し
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

岩
屋
氏
は
、
大
分
県
の
出
身
。

自
民
党
衆
議
院
議
員
。
こ
れ
ま
で

に
外
務
大
臣
（
石
破
内
閣
）、
防

衛
大
臣
（
安
倍
内
閣
）
を
経
験
。

親
中
派
と
称
さ
れ
て
い
る
。

「
新
し
い
体
制
を 

 

全
力
で
支
え
ま
す
」

日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
は
、

３
月
24
日
、
定
時
会
員
総
会
を
開

き
、
理
事
兼
事
務
局
長
の
泉
川
友

樹
氏
を
新
理
事
長
に
選
任
し
た
。

泉
川
氏
は
沖
縄
県
出
身
で
47

歳
。
沖
縄
国
際
大
学
を
卒
業
し
北

京
外
国
語
大
学
に
も
留
学
。
河
野

洋
平
氏
が
会
長
だ
っ
た
時
、
協
会

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
で
は
、

今
年
、
奈
良
時
代
に
『
遣
唐
使
』

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
郷
土
出
身
の

吉
備
真
備
に
学
び
「
令
和
の
遣
中

河
野
氏
は
神
奈
川
県
の
出
身
。

河
野
一
郎
元
建
設
相
の
次
男
。
永

年
政
界
の
実
力
者
と
し
て
活
躍
。

特
に
〝
ハ
ト
派
〟
と
し
て
日
中

関
係
の
強
化
、
改
善
に
尽
力
、
日

本
国
際
貿
易
促
進
協
会
で
は
、
永

年
会
長
職
を
務
め
た
。

使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

た
。
こ
れ
は
中
国
の
最
新
技
術
や

新
た
な
動
き
を
現
地
で
学
ぼ
う
と

い
う
趣
旨
で
あ
る
。
早
速
、
杭
州

で
開
催
さ
れ
た
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展

示
会
を
視
察
し
た
。
新
技
術
や
新

た
な
文
化
の
学
び
で
あ
る
。

一
方
で
「
洛
陽
王
鐸
書
法
拓
本
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校
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日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会 

新
体
制

岩
屋
毅
氏
会
長
、泉
川
友
樹
氏
理
事
長

　
日
中
関
係
が
国
交
正
常
化
以
来
最
悪
の
状
態
と
言
わ
れ
て
い
る
。
永
年
、
日
中
民
間
交
流
に
取
り
組

ん
で
き
た
関
係
者
に
と
っ
て
、『
何
故
こ
ん
な
こ
と
に
？
』
と
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
が
、

そ
ん
な
逆
境
の
中
で
も
全
国
各
地
で
民
間
交
流
は
淡
々
と
継
続
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
岡
山
市
日
中
友
好

協
会
も
そ
の
一
つ
。
最
近
の
動
き
を
追
っ
て
み
た
。

今
こ
そ
民
を
以
て
官
を
促
す
時

今
こ
そ
民
を
以
て
官
を
促
す
時
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友
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ボ
ッ
ト
技
術
展
示
会
」
は
、
５
月

14
日
か
ら
16
日
ま
で
、
杭
州
市
の

展
示
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け

世
界
が
注
目
す
る
中

国
の
先
端
技
術
を
集
め

た
「
第
二
回
杭
州
国
際

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
・
ロ

で
な
く
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
チ
ェ
ー
ン

全
体
が
集
結
。
６
０
０
社
か
ら
の

展
示
が
あ
る
中
、
初
日
だ
け
で
も

２
万
５
千
人
が
見
学
す
る
大
規
模

な
も
の
で
し
た
。

視
察
報
告
会
は
、
６
月
20
日
、

岡
山
市
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
当
友
好

協
会
会
員
や
地
元
企
業
、
報
道
関

係
者
は
じ
め
約
60
人
（
満
員
）
が

参
加
。
中
国
現
地
の
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
報
告
と
参
加
者
の
活
発
な
発

言
に
よ
り
、
熱
気
に
満
ち
た
会
合

と
な
り
ま
し
た
。

視
察
内
容
は
、
杭
州
へ
出
向
い

て
展
示
会
を
見
学
し
た
加
瀬
珠
樹

理
事
が
現
地
撮
影
の
豊
富
な
映
像

を
交
え
て
報
告
し
た
。

加
瀬
氏
は
人
型
、
四
足
、
工
業

用
、接
客
・
サ
ー
ビ
ス
の
各
ロ
ボ
ッ

ト
、
ロ
ボ
ッ
ト
用
部
品
別
に
展
示

状
況
を
解
説
。

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
踊
り
や
ロ

ボ
ッ
ト
同
士
の
ボ
ク
シ
ン
グ
、
階

段
を
自
在
に
登
る
四
足
ロ
ボ
ッ

ト
、
人
の
皮
膚
、
顔
な
ど
リ
ア
ル

に
再
現
し
た
接
客
用
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
な
ど
先
端
技
術
を
活
か
し
た

様
々
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
様
子
を
紹
介

し
た
。

ま
た
、
会
場
だ
け
で
な
く
杭
州

の
街
中
を
視
察
し
、
警
察
ロ
ボ
ッ

ト
が
交
差
点
の
交
通
整
理
を
行
う

姿
や
無
人
店
舗
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
接

客
す
る
様
子
な
ど
も
紹
介
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
社
会
実
装
が
進
む

実
態
を
も
と
に
、
中
国
に
は
新
し

い
技
術
を
社
会
の
中
で
育
て
て
い

く
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
、と
分
析
、

解
説
し
た
。

加
瀬
氏
の
報
告
後
、
岡
山
で
の

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
事
例
を
石
山

基
が
紹
介
し
ま
し
た
。
会
場
参
加

石
碑
の
事
で
、
そ
の
内
容
文
は
歴

史
上
の
伝
世
文
献
と
し
て
貴
重
な

価
値
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

墓
誌
図
録
集
は
、
松
井
三
平
専

務
理
事
が
６
月
18
日
、
矢
掛
町
役

場
を
訪
問
し
、
山
岡
敦
町
長
に
手

渡
し
た
。

山
岡
町
長
は
「
大
変
貴
重
な
資

料
で
あ
り
が
た
い
」
と
し
、
当
協

会
に
は
感
謝
状
を
頂
い
た
。

こ
の
書
物
は
、
中
国
・
深
圳
の

望
野
博
物
館
が
発
行
し
た
も
の

で
、
同
博
物
館
が
所
蔵
す
る
李
訓

墓
誌
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て

あ
る
図
録
集
。
協
会
会
員
で
東
京

在
住
の
洞
冨
美
男
氏
（
黄
山
美
術

社
）
よ
り
、
吉
備
真
備
ゆ
か
り
の

地
に
差
し
上
げ
て
欲
し
い
と
協
会

に
託
さ
れ
た
も
の
。

矢
掛
町
に「
吉
備
真
備

李
訓
墓
誌
図
録
」を
寄
贈

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
は
、
こ

の
ほ
ど
、
吉
備
真
備
ゆ
か
り
の
矢

掛
町
に
、
真
備
が
中
国
で
書
い
た

と
み
ら
れ
る
「
吉
備
真
備
李
訓
墓

誌
」
図
録
集
を
寄
贈
し
た
。

墓
誌
と
は
、
故
人
の
功
績
や
徳

行
を
た
た
え
る
た
め
に
刻
ま
れ
た

企
業
か
ら
も
自
社
の
取
り
組
み
に

関
す
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
岡
山
市
日
中

友
好
協
会
の
松
井
三
平
専
務
理
事

は
、
当
協
会
が
「
令
和
遣
中
使
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
る
意
義
を
、

ま
た
、
黒
住
昭
子
副
会
長
は
中
国

で
起
き
て
い
る
こ
と
の
事
実
を
学

び
、
積
極
的
に
研
究
す
る
こ
と
の

必
要
性
、
重
要
性
に
つ
い
て
話
し

た
。土

井
章
弘
会
長
か
ら
は
、
現
在

の
日
中
関
係
の
現
状
を
踏
ま
え
、

友
好
交
流
の
回
復
を
強
く
願
う
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。

「
令
和
の
遣
中
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
本
報
告
会
で
得
た
参

加
者
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、

今
後
も
中
国
現
地
で
学
び
、
岡
山

で
共
有
し
、
次
の
交
流
・
実
践
へ

と
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

古
来
、
吉
備
真
備
を
は
じ
め
と

す
る
岡
山
の
先
人
達
が
絶
や
す
こ

と
な
く
歩
ん
で
き
た
日
中
の
学
び

と
友
好
の
道
を
、
新
時
代
へ
継
承

す
る
新
た
な
動
き
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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校
　
長
　
山

　本

　裕

　司

岡
山
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ

専
門
学
校

  

「
令
和
の
遣
中
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
っ
た
中
国
・
杭
州
国

際
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
展
示
会
視
察
と
同
視
察
報
告
会
が
、
こ
の
ほ
ど

行
わ
れ
た
。
現
地
で
の
展
示
会
、
岡
山
で
の
報
告
会
共
に
大
盛
況

で
、
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。（
石
山
基
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
記
）

中
国
最
先
端
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
技
術
展
示

世
界
か
ら
技
術
者
や
見
学
者
参
集

中
国
最
先
端
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
技
術
展
示

世
界
か
ら
技
術
者
や
見
学
者
参
集

図録を受け取る山岡町長（左）図録を受け取る山岡町長（左）
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品
に
も
な
っ
て
い
る
キ
ャ
ビ
ア
の

製
造
会
社
を
見
学
し
ま
し
た
。

清
流
を
活
か
し
た
チ
ョ
ウ
ザ
メ

の
養
殖
の
様
子
や
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ

の
生
態
、
キ
ャ
ビ
ア
が
で
き
る
ま

で
な
ど
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
、
直
接
チ
ョ
ウ
ザ
メ
に
触
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
最
後
に

試
食
も
し
て
、
皆
さ
ん
大
満
足
。

帰
り
に
は
、
地
元
の
お
野
菜
や

お
土
産
な
ど
買
い
物
し
て
一
路
岡

山
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
回
、
友
好
協
会
と
し
て
は
久

し
ぶ
り
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た

が
、
学
び
あ
り
、
交
流
あ
り
で
和

気
あ
い
あ
い
の
充
実
し
た
一
日
に

な
り
ま
し
た
。

　

（�
岡
山
市
日
中
友
好
協
会

�

副
会
長
、
黒
住
昭
子
・
記
）

牡
丹
園
を
作
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。今

も
成
地
地
区
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
き
れ
い
に
整
備
し
、
地
域
の

貴
重
な
財
産
と
し
て
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
地
元
の
皆
さ
ん
に
よ

る
手
作
り
の
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
で

の
生
演
奏
や
踊
り
な
ど
も
あ
り
、

ぼ
た
ん
祭
を
盛
り
上
げ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

私
た
ち
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
種

の
牡
丹
の
花
を
写
真
に
収
め
た
り

し
な
が
ら
、
新
緑
の
田
園
風
景
に

も
癒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

新
見
と
い
え
ば
、
や
は
り
千
屋

牛
。
お
昼
は
新
見
の
老
舗
「
伯
備
」

で
千
屋
牛
の
陶
板
焼
を
堪
能
。
午

後
は
、
最
近
、
新
見
独
自
の
特
産

友
好
都
市
関
係
を
結
ん
で
い
ま

す
。
当
友
好
協
会
は
、
そ
の
ご
縁

を
取
り
持
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
の
で
す
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
日

中
戦
争
の
最
中
、
出
征
し
て
中
国

で
体
調
を
崩
し
、
部
隊
か
ら
離
れ

て
一
人
取
り
残
さ
れ
衰
弱
し
て
い

た
と
こ
ろ
を
、
現
地
の
２
名
の
中

国
人
青
年
に
助
け
て
も
ら
っ
た
と

い
う
方
の
存
在
で
す
。

戦
後
、
そ
の
人
は
故
郷
の
岡
山

に
戻
り
、
な
ん
と
か
助
け
て
く
れ

た
中
国
の
青
年
に
当
時
の
恩
返
し

を
し
た
い
、
と
の
強
い
願
い
が
、

こ
の
友
好
都
市
締
結
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

締
結
を
記
念
に
、
信
陽
市
か
ら

新
見
市
に
牡
丹
の
花
が
贈
ら
れ
、

〝
令
和
の
遣
中
使
〟
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
岡
山
市

日
中
友
好
協
会
で
は
、
４
月
20
日

か
ら
５
日
間
、
土
井
章
弘
会
長
を

団
長
と
す
る
訪
問
団
６
人
が
、
江

蘇
省
淮
安
と
南
京
を
訪
問
し
た
。

淮
安
と
言
え
ば
周
恩
来
総
理
の

出
身
地
。
か
つ
て
科
挙
の
試
験
で

中
国
一
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

本
年
は
周
総
理
の
逝
去
50
周
忌

に
あ
た
り
、
記
念
館
参
拝
時
に
新

中
国
建
設
と
発
展
に
絶
大
な
貢
献

を
果
た
し
た
周
総
理
の
遺
徳
を
し

の
び
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。

昼
食
は
、
１
０
０
年
以
上
続
く

老
舗
の
「
文
楼
」
で
、
淮
安
市
外

事
弁
公
室
の
歓
迎
を
受
け
た
。

主
賓
で
あ
る
郝
萌
副
主
任
か
ら

淮
安
市
の
概
要
説
明
を
受
け
た

後
、
農
業
高
校
同
士
の
交
流
や
岡

山
県
吉
備
中
央
町
と
の
友
好
都
市

交
流
な
ど
日
本
と
の
交
流
に
つ
い

て
も
言
及
が
あ
り
、
今
後
の
期
待

が
述
べ
ら
れ
た
。

土
井
会
長
も
周
総
理
と
岡
山
出

身
の
岡
崎
嘉
平
太
氏
の
交
友
が
縁

と
な
っ
て
吉
備
中
央
町
と
の
交
流

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
と
答
礼
。

同
行
し
て
い
た
日
中
教
育
交
流

協
議
会
の
大
川
泰
栄
常
務
理
事
か

ら
、
今
後
の
高
校
生
交
流
な
ど
教

育
交
流
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て

も
提
案
が
な
さ
れ
、
友
好
校
と
し

て
の
交
流
な
ら
や
り
や
す
い
な
ど

和
や
か
に
歓
談
し
た
。

引
き
続
き
一
行
は
、
淮
安
を
21

日
の
午
後
に
離
れ
、
高
速
道
路
で

南
京
へ
。
途
中
、
ザ
リ
ガ
ニ
料
理

で
有
名
な
盱
眙（
し
ゅ
い
）の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
し
た
後
、
夕

方
に
南
京
に
到
着
し
た
。

翌
22
日
の
朝
か
ら
は
、
生
憎
の

雨
の
中
、
中
国
建
国
の
父
・
孫
文

が
祀
ら
れ
て
い
る
中
山
陵
と
明
の

太
祖
洪
武
帝
朱
元
璋
と
后
妃
の
陵

墓
で
あ
る
明
孝
陵
を
見
学
。

午
後
か
ら
南
京
大
虐
殺
記
念
館

を
参
観
し
た
。
記
念
館
に
は
日
本

軍
に
よ
り
無
辜
の
庶
民
や
捕
虜
と

な
っ
た
中
国
軍
民
ら
30
万
人
余
り

が
殺
害
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
を
克

明
に
展
示
し
、
戦
争
犯
罪
を
鋭
く

告
発
し
て
い
る
。

訪
問
団
は
、
献
花
台
に
花
を
手

向
け
、
犠
牲
者
へ
哀
悼
の
意
を
表

し
た
。

そ
の
後
一
行
は
記
念
館
を
後
に

し
て
、
市
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る

南
京
利
済
巷
慰
安
所
跡
地
を
見

学
。
日
本
軍
の
性
奴
隷
と
し
て
３

年
間
拘
束
さ
れ
た
朝
鮮
人
慰
安
婦

の
朴
永
心
さ
ん
の
部
屋
な
ど
が
当

時
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て
あ
っ
た
。

　

〇　
　
　

〇　
　
　

〇　

政
府
間
は
も
と
よ
り
民
間
交
流

も
滞
る
な
か
、
限
ら
れ
た
日
中
航

空
便
の
中
で
広
島
発
着
便
を
利
用

し
、
日
中
国
交
正
常
化
に
尽
力
さ

れ
た
周
総
理
の
故
郷
の
淮
安
と
南

京
を
訪
ね
、
友
好
と
歴
史
を
学
ぶ

旅
が
実
現
で
き
た
意
義
は
大
き
い
。

「
千
屋
成
地
ぼ
た
ん
祭
」
に
参
加

し
、
20
人
で
五
月
晴
れ
の
一
日
を

精
一
杯
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。

新
見
市
は
、
河
南
省
信
陽
市
と

私
た
ち
岡
山
市
日
中

友
好
協
会
メ
ン
バ
ー

は
、
５
月
10
日
、
新
見

市
で
開
か
れ
た
新
見

「
千
屋
牡
丹
甲
天
下
!
」

「
千
屋
牡
丹
甲
天
下
!
」

新
見
「
千
屋
成
地
ぼ
た
ん
祭
」

淮安は周総理の出身地淮安は周総理の出身地
南京では大虐殺記念館で献花

令和の遣中使プロジェクト／学びの街・古の街探訪
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取
締
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社
長
　
髙
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株
式
会
社
　

ト
マ
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銀
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岡
山
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駅
元
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電
話
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締
役
　
岡

　﨑

　
　
　登

株
式
会
社
　

レ
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ク
ラ
ウ
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プ
ラ
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テ
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岡
山
市
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区
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会
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長
　
宮
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洛
陽
に
縁
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で
半
世
紀
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酷
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見
舞
い
申
し
上
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ま
す

酷
暑　お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
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３
／
19
…�

会
報
「
岡
山
と
中
国
」

発
行
・
発
送

３
／
23
…�

髙
淵
宣
雄
監
事
ご
逝
去

４
／
14
…�

岡
大
経
済
学
部
佐
藤
淳

平
教
授
訪
問

４
／
17
…�

岡
山
市
国
際
課
新
任
ご

挨
拶
（
旭
東
病
院
）

４
／
20
…�

協
会
訪
中
団
「
淮
安
・

南
京
」
の
旅
（
～
24
。

土
井
会
長
団
長
ら
６
名
）

５
／
９
…�

県
日
中
教
育
交
流
協
議

会
総
会
（
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）

５
／
10
…�

「
新
見
千
屋
成
地
ぼ
た

ん
祭
り
」
参
加
ツ
ア
ー

（
20
名
参
加
）

５
／
14
…�

令
和
の
遣
中
使
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
杭
州
ロ

ボ
ッ
ト
展
示
会
参
加

（
加
瀬
事
務
局
次
長
）

５
／
16
…�

県
日
中
友
好
協
会
総
会

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

５
／
22
…�

岡
山
市
国
際
交
流
協
議

会
総
会
（
西
川
ア
イ
プ

ラ
ザ
）

５
／
26
…�

日
中
仏
教
交
流
訪
問
団

反
省
会（
番
町「
本
道
」）

６
／
５
…�

「
名
無
し
の
子
」
上
映

（
～
11
。シ
ネ
マ
ク
レ
ー

ル
）
協
会
協
賛

６
／
９
…�

県
立
東
備
支
援
学
校
が

上
海
恵
敏
学
校
へ
卒
業

祝
賀
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
送
る

６
／
14
…�

竹
内
亮
監
督
夫
妻
が
協

会
を
訪
問

６
／
18
…�

矢
掛
町
へ
『
唐
代
日
本

國
朝
臣
備
書
・
李
訓
墓

誌
』
図
録
を
贈
呈
（
矢

掛
町
）
山
岡
町
長
よ
り

感
謝
状
授
受

「
平
和
は
地
域
の
笑
顔
か
ら
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
長
泉
寺
合
唱
団

『
ナ
ー
ガ
』
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

６
月
28
日
午
後
２
時
よ
り
、
岡
山

市
北
区
の
長
泉
寺
本
堂
で
賑
や
か

に
そ
し
て
お
ご
そ
か
に
開
か
れ
た
。

こ
の
『
ナ
ー
ガ
』
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
毎
年
６
月
29
日
の
岡
山
空

襲
の
時
期
に
合
わ
せ
、
平
和
を
祈

る
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
企
画
さ
れ

て
お
り
、今
年
で
４
回
目
と
な
る
。

昨
年
は
戦
後
80
年
と
い
う
テ
ー

マ
だ
っ
た
が
今
年
は
、
日
中
友
好

６
／
20
…�

「
令
和
の
遣
中
使
」
視

察
報
告
会
開
催
（
県
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
）
60

名
参
加

６
／
27
…�

第
３
回
理
事
会（
協
会
）

６
／
28
…�

長
泉
寺
合
唱
団
ナ
ー
ガ

コ
ン
サ
ー
ト（
長
泉
寺
）

日
中
友
好
テ
ー
マ

７
／
２
…�

県
日
中
懇
話
会
理
事
会

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

７
／
６
…�

市
立
後
楽
館
高
校
総
領

事
館
訪
問
同
行

７
／
10
…�

岡
山
県
国
際
課
と
協
議

（
県
庁
、黒
住
副
会
長
、

松
井
専
務
理
事
）

７
／
11
…�

令
和
の
遣
中
使
報
告
会

反
省
会

７
／
14
…�

矢
掛
町
三
谷
小
学
校
、

竹
内
亮
監
督
撮
影
。
吉

備
真
備
関
連

７
／
22
…�

倉
敷
観
龍
寺
訪
問

７
／
25
…�

倉
敷
天
領
夏
祭
り
に
Ｍ

Ａ
Ｓ
Ｃ
の
中
国
ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
が

踊
り
参
加

８
／
２
…�

中
国
大
使
館
一
行
来

岡
、
交
流
昼
食
会
（
セ

ラ
ヴ
ィ
）

▼
本
年
は
、
岡
山
県
が
西
安
市
の

城
壁
沿
い
の
環
城
公
園
に
「
吉
備

真
備
記
念
碑
」
を
建
立
し
て
40
周

年
に
な
る
。
当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
新
聞
記
事
な
ど
の
資
料
が
矢
掛

町
教
育
長
の
山
部
英
之
氏
の
手
元

に
残
さ
れ
て
い
た
。
拝
見
す
る
と
、

目
標
を
大
き
く
上
回
る
募
金
が
寄

せ
ら
れ
、
約
２
０
０
人
の
記
念
訪

中
団
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
当
時

の
県
民
の
盛
り
上
が
り
ぶ
り
が
伺

え
る
▼
こ
の
時
に
設
立
さ
れ
た
の

が
岡
山
県
日
中
懇
話
会
だ
っ
た
。

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日

本
敗
戦
後
、
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い

た
日
本
の
人
が
ど
う
生
き
よ
う
と

し
て
い
た
か
、
想
像
を
絶
す
る
も

の
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

映
画
で
地
平
線
に
ま
で
続
く
大

平
原
の
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、

訪
れ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

胸
が
詰
ま
り
ま
し
た
。

残
留
孤
児
の
方
、
ご
家
族
の
苦

難
は
戦
後
80
年
経
っ
て
も
「
戦
争

内
亮
氏
と
夫
人
の
趙
萍
さ
ん
が
、

６
月
14
日
、
矢
掛
町
で
の
吉
備
真

備
像
撮
影
の
た
め
に
来
岡
さ
れ
、

帰
途
、
協
会
事
務
所
に
立
ち
寄
ら

れ
ま
し
た
。

更
に
７
月
14
日
に
は
、
矢
掛
町

を
再
訪
し
、
三
谷
小
学
校
で
、
山

部
英
之
教
育
長
が
自
ら
教
壇
に
立

ち
実
施
し
た
論
語
や
漢
詩
の
授
業

風
景
を
撮
影
。
協
会
の
松
井
専
務

私
は
、
３
年
ほ
ど
南
京
で
暮
ら

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
２

０
１
８
年
４
月
か
ら
毎
土
曜
日
開

校
さ
れ
る
幼
小
中
学
生
対
象
の
南

京
日
本
語
補
習
授
業
校
で
教
え
る

機
会
を
も
ち
ま
し
た
。

４
年
生
４
人
を
楽
し
く
受
け
持

ち
、
そ
の
中
に
竹
内
亮
監
督
の
息

子
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
縁
と
い
う

も
の
は
不
思
議
で
す
。

そ
の
頃
、
遼
寧
省
の
開
元
市
を

中
国
残
留
孤
児
問
題
を
扱
っ
た

日
中
合
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
名
無
し
の
子
」
は
、
６
月
、

岡
山
市
の
シ
ネ
マ
ク
レ
ー
ル
岡
山

で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
も
上
映
に
協
力
し
、
会

員
の
方
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
鑑

賞
を
い
た
だ
き
、
盛
会
裏
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
映
画
の
岡
山
で
の

上
映
を
機
に
、
新
し
い
交
流
も
始

ま
り
ま
し
た
。
同
映
画
監
督
の
竹

は
終
わ
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を

は
っ
き
り
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

お
一
人
お
一
人
が
カ
メ
ラ
の
真

正
面
で
お
話
し
さ
れ
る
シ
ー
ン
が

あ
り
ま
し
た
。
表
情
の
奥
か
ら
零

れ
て
く
る
苦
悩
と
人
生
の
深
み
が

に
じ
み
出
る
輝
き
に
引
き
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
あ
っ
て
は
い
け

な
か
っ
た
こ
と
だ
け
ど
、
忘
れ
て

は
い
け
な
い
、
な
か
っ
た
こ
と
に

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

自
分
の
立
ち
位
置
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
映
画
で
し
た
。

理
事
が
同
行
し
ま
し
た
。

竹
内
監
督
は
南
京
在
住
で
『
中

国
で
一
番
有
名
な
日
本
人
』
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
映
画
監
督
。
中

国
政
府
の
信
頼
も
厚
く
、
今
後
の

日
中
交
流
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。

今
後
の
交
流
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

初
代
会
長
は
、
当
時
の
長
野
士
郎

知
事
。
規
約
の
目
的
で
は
『
岡
山

県
と
中
国
と
の
確
固
不
動
の
友
好

関
係
の
確
立
を
目
指
し
…
』
と
力

強
く
謳
っ
て
い
る
。
ま
だ
岡
山
県

と
江
西
省
と
は
友
好
省
都
関
係
を

締
結
し
て
い
な
い
時
だ
っ
た
の
で
、

主
な
活
動
は
こ
の
吉
備
真
備
顕
彰

活
動
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

活
動
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
今
後
の
懇
話
会
の
活
動

に
期
待
し
た
い
▼
と
こ
ろ
で
現
在

〝
ま
き
び
〟を
記
念
す
る
公
園
は
、

真
備
町
（
現
倉
敷
市
）
と
矢
掛
町

の
両
方
に
あ
る
。何
故
２
か
所
別
々

に
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
真
備
本

人
は
、
昔
の
地
区
名
で
言
う
下
道

（
し
も
つ
み
ち
）
地
区
の
出
身
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
昔
の

下
道
地
区
は
総
社
か
ら
高
梁
ま
で

含
ま
れ
る
ほ
ど
広
か
っ
た
。
現
代

の
自
治
体
別
で
は
、
旧
真
備
町
も

矢
掛
町
も
〝
同
じ
下
道
〟
の
国
。

ど
ち
ら
の
町
も
〝
お
ら
が
真
備
出

身
の
地
区
〟
を
唱
え
、
そ
の
状
態

が
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
▼
お
り

し
も
年
末
に
上
海
の
テ
レ
ビ
で
放

映
予
定
の
番
組
で
遣
唐
使
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。映
画『
名
無
し
の
子
』

で
も
監
督
を
務
め
た
竹
内
亮
氏
が

撮
影
の
た
め
に
矢
掛
町
を
訪
れ
、

真
備
像
だ
け
で
な
く
今
で
も
真
備

の
顕
彰
と
し
て
論
語
を
勉
強
し
て

い
る
三
谷
小
学
校
の
授
業
風
景
も

撮
影
し
た
▼
協
会
で
も
今
年
か
ら

「
令
和
の
遣
中
使
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
情
報
発
信

や
現
地
視
察
、
報
告
会
な
ど
を
通

じ
て
中
国
の
最
先
端
技
術
の
学
び

を
始
め
た
▼
真
備
を
産
ん
だ
岡
山

で
あ
る
。新
時
代
の
中
国
を
学
び
、

日
本
の
未
来
に
活
か
す
先
駆
者
と

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。�

（
松
）

を
願
う
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
開
か

れ
た
。

一
部
は
昭
和
歌
謡
、
二
部
は
、

中
国
語
の
歌
と
岡
山
在
住
中
国
人

の
張
文
さ
ん
の
歌
唱
、
そ
し
て
協

会
の
互
礼
会
で
も
毎
年
唄
わ
れ
て

い
る
『
日
中
友
好
の
歌
』
も
披
露

さ
れ
た
。
三
部
は
全
員
で
唄
え
る

歌
と
い
う
構
成
。

張
さ
ん
の
曲
目
は
中
国
の
西
遊

記
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
と
し
て
有
名

な
『
女
児
情
』
と
唐
時
代
の
玄
宗

皇
帝
と
楊
貴
妃
の
恋
物
語
を
描
い

た
京
劇
風
の
歌
曲
『
梨
花
頌
』
の

二
曲
。

独
特
な
発
声
で
見
事
に
歌
い
上

げ
、
会
場
を
魅
了
し
、
大
き
な
拍

手
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
た
。

長
泉
寺
で
は
、
宮
本
龍
門
住
職

が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
手
掛
け
、

岡
山
を
代
表
す
る
合
唱
団
指
揮
者

の
佐
々
木
英
代
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
合
唱
団
と
し

て
、
お
寺
を
拠
点
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
。

今
回
は
、
協
会
も
共
催
と
し
て

中
国
語
歌
曲
の
楽
譜
取
り
寄
せ
や

張
文
さ
ん
へ
の
依
頼
、
広
報
な
ど

で
協
力
し
た
。

「名無しの子」カット「名無しの子」カット

地元での竹内監督“授業”地元での竹内監督“授業”

テーマは「平和は地域の笑顔から」テーマは「平和は地域の笑顔から」

《
日
中
合
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
》

我
是
日
本
人
还
是
中
国
人
？

■「
名
無
し
の
子
」
を
見
て ―
―

内

　田

　俊

　理
（
会
員
）

想
像
を
絶
す
る
も
の
感
じ
た

「
ナ
ー
ガ
」コ
ン
サ
ー
ト

長
泉
寺
合
唱
団
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◆
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◆
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